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動物の組織培養が鳥類を用いて始められ， II Î)乳類，昆虫類~-~にも及び各方面の分野に多大の貢献をしてい
るが，1，3.煩や両生類の組織培養は余り行われていない.
KEN WOLF 1)らはトリプシン処理後ニジマス (Salmogairdneri)やウシ，}1エル (Ranacatesbiana)与
の培養を'iiなっているL.WILLIAM CLEM 2) らは IJ)じくトリプシン処理後 yellow.stripedgrunt 
(Haemulon flavolinealum)， black angelfish (Pomacanthus sp.) 等数種の海産魚、の組織培養を行なってし、
る].Boss 3) ，4)はイモリ (Tパturuscristatus)の肺，心， 軟骨その他の組織を培養し右糸分裂を観察
している T.SETO 5)らは両生畑、の組織の培養について述べている.しかし魚類， 両生煩は紙織を無菌的
に取り出すことの困離と，培養液の研究の不足等のため，それらの組織培養は他の動物と比較してかなり困
難である.
著者らは種類;の異なる二種の動物の組織聞の比較や，相互影響を見るために同一培養器の中に 1例として
|村生矧と魚類の組織の培養を試み，一応の成功を得たので以下に述べる.
実験材料と方法
材料には福山市内で採集したフナ (Carassiuscarassius) の体腔膜 (peritoneum) と，同じく福山市郊
外のイモリ (Trituruspyrγhogasteのの肺(lung)の組織を用いた.これらの組織を無菌的に取り出すた
めにフナもイモリも生きたまま70%のエタノール中を約5秒間泳がせた後，蒸溜水で洗い，両者の場合とも
直ちに延髄部を切断し，フナの場合には更にその後，鱗をとり去ってもう 4度70%エタノールで殺菌した.
取り11:した組織は約 1皿田平方に細切しこれらを塩獄液(後述のものA+B+C)にベニシリンGカリウ
ムを加えた液中で、数回，液を交換しながら洗樵した後培養に用いた.
培養器には組織の生育状態の位相差顕微鏡による観察に便利のため Fig.1.のような Rosechamberを
用い， 1つの chamberの中に上述のイモリの肺とフナの体腔膜の組織片をそれぞれ2個づっ入れ，組織片
の固定には凝固血祭を用いず，市販のセロファンか又は VISKINGの SEAMLESSCELLULOSE TUBE 
を切り開いたものを用いた.
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培養液には Table1に示すものを用い，この液 1m.sにつき5000単位になるようにペニシリンGカリウ
ムを加えた，培養器は250Cの恒温箱に入れ光を遮断した.
Table 1. Composition of medium 
Eagle's basa! medium modified by replacing the salts with following amounts per liter; 
A. NaCl 5.150 gm. 
KCl 0.075グ
MgS047HzO 
CaClz 
B. NazHP04 
KHzP04 
C. NaHC03 
D. Lactalbumin hydrolysate 
Growth medium was made up as follows; 
85% above medium 
5% chick embrio extract 
10% calf serm. 
0.204グ
0.045グ
0.030 グ
0.037511 
1.0 1 
5.0 gm. 
The pH was adjusted at 7.6 by one or two drops of 1N NaOH or 5% COz・
。 。
。 。
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Fig. 1 Rose chamber (Iife-size) 
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実験結果および芳察
情袋111~2 1後にli(組織片からの遊走細胞が見られるようになり 3II~~ 1と次却に附加すると共に両
組織ともそれぞれ単居のシート状に鉱がってくる.しかし培養の際のf照的操作に失敗した chamberでは，
この頃になると歯或いはカピの明殖により次第に細胞の変異をおこし，やがて死滅に孟IJった.
ー般にフナの場合シート状にiJ1がった細胞群は上皮性細胞と線維細胞性のものと互いに混ずることなくそ
れぞれ5}IJのシートを形成し向シートの境界は明瞭であった
5n~6 日頃になるとますます細胞のシートは拡がり，イモリの組織ではしばしば分裂像も見られるよう
になる.又一部の上皮性細胞には繊毛を生じて感んに運動して液流を生じているのが見られ， 7 日 ~8 日頃
になるとフナの明るくシート状に並んだ細胞の上に黒い多数の色素を有する色素胞と恩われる細胞が単独で
:1:刻する.後にこれは辿なって/I¥J，I.してくる 正グアニンと思われる長ブj形の結品を布する細胞が出現する
場介もある.
指j主に成功した chamberは大部分が 2j週間位まで次第にj曽殖してゆくが， その後は柄拘立は次第ににぶり，
細胞lいに宅胞を生じたり， えイモリの場合では多銭円大細胞を生じたりして次第に変性に傾くようになっ
Tこ.
}干名ー らは，この培長M去でソナおよびイモリの単独組織指養をHIii実験として行ない，それぞれ良好な結
果を得ているが，両組織を!日l一倍談会総|々で培養した結果と比較して，検鋭結果だけでは明瞭な差は得られな
かった.しかし培養期聞が約2週間と短かし、ので， トリプシン前処理をし，より長期間情義をして見ないと
iji独米益との差は云々できないであろう.
イモリの場合，個々の細胞も大きく，メ細胞分裂に要する|時間も長いのでしばしば分裂像を観察できたが，
ソナの場合は分裂像を見つけることはかなり因離であった.しかしシート状に鉱がった盆を見ても，そのシ
ートが上皮性細胞のものと線維細胞性からのものとに明僚に分かれて拡がってくることから見ても，メ初JUJ
t乙見られなかった，イモ リの場合の繊毛細胞， フナの場合の色素細胞， グアニンを有する細胞の山劇等を総
合して考察すると， シート状の鉱がりが， 41なる原組織からの細胞の遊走 (migration) によるだけではな
え， 細胞の分裂附舶による結果であると断定しでも誤りではないであろう
在喜怒iの災なる動物の組織聞の比較や，相互影響を研究する手段のーっとして，この研究で行なった培養を
使用することができると思われる.
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SUMMARY 
Two kinds of tisslIes obtained from a newt 11Ing and a clllcian carp peritonelltn were clIltllred in 
the salle challlber. 
When Illedilltn modified from Eagle's basal Illedilllll was elllploied， the cllltllre was successful. 
Although the clltlre period was relatively short， there were no remarkable differences in appearance 
o[ growth， between each one o[ both tissles in the sallle chamber and tissues cultured separably. 
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Plate 1 Eplthelillm-like olltgrowth from a fra宮mentof 11Ing tisslIe of 
a newt (Trilurus tyrrhogasler)， 7-clay clIltllre in the T~ ose 
chamber. x 600， phase-contrast microscopy_ 
fig_ 1 A mitotic cell 出 observecl_
jriJ .j省長{.~・中における 1M生長良と魚五日の"可JI年組織培必について
Plate 2 Outgrowth from a fragment o[ peritoneum of a clucian carp 
(Carassius carassius)、7-daycllltllre in the Rose chamber. 
x 600， phase.contrast ITIlCrosc円P¥'.
Fig.3 Fibroblast.like cells olltgro¥Vth. 
Fig. <1 Fibroblas~.lil(e cells and epithelillJ11.like cell~ ， 
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